
KA

開始年度 平成14

④
経

※「財源内訳」について

①学び創造プランの研究委託校の校内研修をサポートし、学校課題に応じた学力向上のための研修を実施する。
②今日的な教育課題である道徳や小学校外国語活動、その他の教科等における指導力向上のための研修会を実施する。
・全国学力、学習状況調査を活用した授業づくり研修会　11/24（木）　　・わかる授業づくり研修会　1/11（水）　　・外国語活動授業づくり研修会　10/7(金）
・道徳の時間授業づくり研修会　1/18(水）　　・ユニバーサルデザインの視点に立った授業づくり研修会　11/15(火）　　・国語授業づくり研修会　10/28（火）
・特別活動授業づくり研修会　10/25（火）　　・算数、数学授業づくり研修会　11/4（金）　　・社会科副読本等活用研修会　4/12(火）
・社会科授業づくり研修会　10/26（水）　　・「小学校の理科」研修会　8/5（金）　　・外国語活動校内研修支援（随時）　・外国語活動の教科化に向けた研修会
・ワークショップで学ぶ図画工作科授業づくり研修会　　8/5(金）　　・CAN-DOリスト作成研修会　7/26(火）　　・ＥＳＤ研修会　11/8（火）
・「総合的な学習の時間」研修会　12/1（木）
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関連・類似事業
学習指導要領

部課コード 820300 ℡

法定受託＋附加

事業コード
学力向上推進事業

平成 28 年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

820301

①事務事業名

終了年度 年度

教育センター

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 研修・研究

資質向上事業

■ □ □

年度

1,324

→

事業の種別

学校教育節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 教育振興基本計画（国・県）

児童・生徒が変化の激しいこれからの社会を生きるために、確かな学力の向上が求められている。基礎・基本を確実に定着させ、それらを活用し
て思考力・判断力・表現力等を向上させるためには、教員の資質向上と教員への人的支援が必要である。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ 確かな学力と自立する力の育成

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26 年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

340

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市内小・中学校教職員 平成
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児童・生徒の学力向上のために、言語活動を充実するなかで基礎・基本の習得とそれらを活用して問題解決するための思考力・判断力・表現力等の育成を図る研修
会の開催や授業を充実させるための人的支援を行う。

予算現額
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「実績」
拡大図る

700

将来目標

70

「実績」
縮小図る

4 10

70

単位

％

校

目標値 70

650

H28目標値

679 606

Ｈ 26 Ｈ 27

10,174

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

98,4977,788

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

その他（　　　　　　　　　　） ）

7,788

0.86 人 7,448

国・県支出金

10,174

一般財源

9,680

人

事業費合計

正規職員人件費 1.11 人

教育インターンシップ 受け入れ校 2

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています
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項目名 項目説明

活動実績

研修会参加者数 研修会参加者数

％ 達成率 71 76

　 項目名 項目説明

成果指標
ステップアップ調査アンケー
ト結果（中学１年・２年次４
月、中学３年次１１月）

継続

○所沢市が行っている「学び創造プラン」に基づき、研究委託校の校内研修をサポートする「学び
創造推進研修」を新設した。○児童生徒の学力向上のためには、教員の資質向上が不可欠であ
るため、参加体験型研修（ワークショップ）や授業研究会を実施し、授業改善への具体的な手立
てを学べるよう研修内容の充実を図っている。

70

実 績 50 53

アンケートの結果で「よくわかる」と「大体わ
かる」の合計

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小
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事業実施方法
(複数選択可）

終了

次年度予算

理由

研修は教育公務員の権利であり、義務であるが、教員の多忙感を軽減する視点も踏ま
えて効率化を図っていく。また、各研究部での研究は先進的なものではあるが、より実
践的で学校現場ですぐに活用できるものとなるよう、さらに効果的な研修を実施してい
く。

現状
維持

理由
学力向上は各学校における最重要課題となっており、教員の授業力の向上は、児童生
徒の学力に直結するため、特に教科の専門性を高める研修とともにすべての教員が一
定水準以上の指導力を身に付けるためのライフステージに応じた研修を実施する。

拡大 縮小

(2)今後の方向性
○若手教員が急増している現状を踏まえ、ベテラン教員の知恵を継承していく校内研
修やOJTの支援体制の充実を図っていく。　○各種学力調査等を分析し、所沢市の
実態を踏まえた学校課題解決に直結する研修を一層推進する。　○大学教授等の第
一線で活躍する指導者から直接学ぶことのできる研究員制度を継続し、先進的な取
組を市内に広めていく。

次期学習指導要領改訂に向けての方向性を踏まえ、文部科学省教科調査官を招聘し、
教科化される道徳や小学校の外国語活動についての実践的な研修会を実施した。ま
た、学習院大学教授　佐藤学氏を招聘し、「学び合いの授業づくり研修会」を行い、思考
力・判断力・表現力等の育成を図る授業改善についての講演会を実施した。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

アンケート結果を見ると、学年が上がるごとに「よくわかる」「大体わかる」と回
答した割合が減少している。教職員は日頃から指導方法等について工夫改
善を図っているところではあるが、学習の難易度が上がっていくことから、「難
しい」ととらえている児童生徒が増加したため、未達成であったと捉える。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化

てを学べるよう研修内容の充実を図っている。

所長　米澤　三八子評価日 H28.8.15 評価者職氏名

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

無

無
資料の作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

組を市内に広めていく。


